別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察管理費　目：警察施設費
	事業名:　交番等建設費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　警察本部　総務室　装備施設課　電話番号：058-271-2424（内 2261）

　　　　　　　　　　　E-mail：c18873@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額： 32,946 千円（前年度予算額：　－ 千円）

	事業内容

	


	１　事業の内容


　　中津川警察署福岡警察官駐在所を現在地に建て替える。
　　当駐在所は、築後３６年が経過し施設の老朽化が著しく、また、相談等に訪れる住民が多いにもかかわらず相談室がなく、さらにバリアフリー化もされていない。このため、地域住民の来訪や応接に支障を来しており、早期に建て替えが求められている。
　【新庁舎の概要】

　　　場所：中津川市福岡字野尻地内

　　　建物：木造平屋建て　面積127.37㎡（倉庫、車庫を含む）
	２　所要経費


　(1) 建設工事費　　　　　　　28,106 千円
　(2) 設計委託料　　　　　 　　4,165 千円
　(3) 事務費、備品購入費等　　　 675 千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせる岐阜県づくり
　　４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

　　　　　警察活動の基盤を整備する
	２　これまでの取組状況


　　交番、駐在所は、地域住民の「安全・安心」の拠り所となる重要な施設であることから、警察施設整備計画を策定し計画的な改築整備を図っている。
　　また、整備計画にあたっては、単に改築基準年数に到達したという理由だけでなく、施設を取り巻く交通環境の変化など、地域住民の利便性が著しく低下している交番、駐在所について、順次整備している。
　　平成22年度：各務原警察署鵜沼交番
	３　これまでの取組に対する評価


　　交番、駐在所の改築整備にあたっては、地域住民が利用しやすいバリアフリー設計や外来者用トイレ、相談室の設置など県民に親しまれる施設整備に配慮している。
　　また、勤務員の増員に伴って狭隘となった事務室等を拡張することにより、勤務環境の改善も図っている。
	決定額の考え方


要求の趣旨に沿って予算を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	-
	
	
	
	
	
	
	-
	-

	要求額
	32,946
	
	
	
	
	
	
	32,000
	946

	決定額
	31,045
	
	
	
	
	
	
	30,000
	1,045








